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○ベースライン面積の算定根拠（①谷八木地区） 

 

【調査・算定方法】 

 過年度（2022年度～2024年度）認証時のベースラインを踏襲し、2023年度および 2024年度認証時の

ベースライン面積（活動開始前の面積）0.014ha を準用した。なお、使用した画像は過年度認証と同じ

2004年 1月のグーグルアースの画像である。 

 また，2004年 1月のグーグルアースの画像にプロジェクトを実施していない対照区を設定し、今年度

申請の面積算定根拠で使用した 2025 年 7 月 9 日に撮影して得たオルソ画像から同対照区の藻場面積を

算定した。 

 ベースライン面積は活動開始前の面積に対照区の藻場面積の増減を加味して算定した。 

以下に、2022年度および 2023年度認証時のベースライン面積算定資料を示す。 

 

＜2022年度認証時のベースライン面積の算定（①谷八木地区）＞ 
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以上、昨年度認証時のベースライン面積算定資料。 
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＜2023 年度および 2024 年度認証時のベースライン面積（活動開始前の面積）の算定（①谷八木地区）

＞ 

①グーグルアースから得た当該海域の画像に東西南北 20m 間隔で線を引き、海域を 20m メッシュで分

割した。（図-1） 

②分割した 20mメッシュそれぞれについて、昨年度の藻場分布判定状況からアマモの被度１～５を推定

した（図-1中の数値）。 

③被度ごとにメッシュ数をカウントし、被度割合を乗じて、実勢面積を算出した（表-1）。 

  被度ごとの実勢面積(ha)＝被度ごとのメッシュ数×400m2/メッシュ×被度割合×1/10000 

 

 

表-1 被度別のアマモ場面積の算定結果（谷八木地区） 

 該当メッシュ数 被度割合 実勢面積(ha) 

被度 5 ０  0.875 0.000 

被度 4 0 0.625 0.000 

被度 3 0 0.375 0.000 

被度 2 0 0.150 0.000 

被度 1 14 0.025 0.014 

  合計 0.014 

 

 

 

図-1 2004年 1月のグーグルアースの空中写真を用いた 20mメッシュごとのアマモ場の被度判定（谷

八木地区） 
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○プロジェクトを実施していない対照区の設定（①谷八木地区） 

 プロジェクトを実施していない対照区を図-2（2004 年 1月のグーグルアースの空中写真）に示す黄色

の矩形のように設定した．この区域は当プロジェクト開始当初に 10m×30m のアマモ播種シート 2 枚を

敷設した（本資料 p.2グーグルアースの画像中の①10m×30m×2）が、アマモは定着しなかった場所であ

り 1)、それ以後、当プロジェクトの活動から外れている区域である。 

 

図-2 谷八木地区対照区の設定（2004年 1月のグーグルアースの空中写真） 

 

○2025年度申請時の対照区のアマモ場面積（①谷八木地区） 

当谷八木地区におけるアマモ場面積の算定に用いたオルソ画像（図-3、2025 年 7月 9日ドローンによ

り撮影、添付資料_面積の算定根拠【①谷八木】2025 年度.pdf参照）に黄色枠で対照区を示した。対照区

の岸側の色の濃い部分は海岸からの調査の結果アオサと確認しており、また沖側の色の濃い部分も潜水

調査でアマモでないと確認された箇所から連続した区域であることからアマモでないと推察される．他

に対照区内にアマモと推定できる箇所はないことから、今年度申請時の対照区のアマモ場面積は 0haと

推定した． 

 

図-3 谷八木地区対照区のアマモ場面積（2025年 7月 9日撮影） 
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○ベースライン CO2吸収量の算定根拠（①谷八木地区） 

 ベースライン面積は活動開始前の実勢面積 0.014ha と今年度対照区の藻場面積 0ha の和として算定し

た。ベースラインのアマモ場面積は 0.014haである。 

式②を使用し，アマモ場面積 0.014(ha)と 2025 年 6 月の現地調査に基づく単位面積当たりの CO2吸収

量 6.32089 (t-CO2/ha)から，ベースライン CO2吸収量は以下の様に算定した． 

ベースライン CO2吸収量＝0.014(ha)×6.32089(t-CO2/ha)＝0.08849(t-CO2) 
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